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第22回シーズンズセミナー（サマー）レポート 
第22回シーズンセミナーが2025年8月24日（日）、日本歯科大学九段ホールにて盛大に開催された。 
シーズンズセミナーはマイクロスコープ初心者から経験豊富なベテランまで幅広い層を対象に演題を募

集しており、今回は歯科医師9名、歯科衛生士3名が登壇した。
会場には100名を超える会員が集まり、活発な議論が展開された。
今回は外科関連の発表も多く、顕微鏡を応用することで精密かつ安全性の高い処置が可能となる点が

示唆され、歯科医療の幅広い分野における顕微鏡治療の有用性が再確認された。

コメンテーターの先生方からは「この症例では処置中の動画を提示するとさらに理解が深まる」など、実

践的かつ具体的なアドバイスが数多く寄せられ、質疑応答も大いに盛り上がった。

本セミナーを通じ、顕微鏡歯科治療の臨床的意義を改めて認識し、今後の診療に対するモチベーション

を一層高める貴重な機会となった。



シーズンズセミナー終了後、会場を飯田橋サクラテラスに移し懇親会が開催された。

定員30名は早々に満席となり、締め切り後も多くの問い合わせが寄せられるなど関心の高さがうかがえ
た。

懇親会の参加率が高いのも日本顕微鏡歯科学会ならではの特色であり、参加者全員が和やかな雰囲

気の中で交流を深めた。

診療や臨床技術に関する議論から、日常の出来事まで幅広い話題で盛り上がり、参加者同士のつなが

りを一層強める貴重な機会となった。

次回のシーズンセミナーは2026年1月18日（日）に福岡で開催されることが発表された。 
定員に達するのが早いため、参加を検討されている方には早めの登録をおすすめしたい。

（文責：ほんだデンタルオフィス　本田和寛）
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